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西湖のクニマスは，1935年に田沢湖から移殖された10万粒のクニマス発眼卵由来と考えられる 1)．その他，1930

年に田沢湖から西湖に「べにます卵」10万粒が移殖されたとの記録 2)があり，同年「クニマス卵」が山梨県に分譲さ

れたとする記録 1)を踏まえ，1930，1935年の2回にわたり合計20万粒のクニマス卵が移殖された可能性もある． 

いずれにせよ，人工採卵および放流による創始者効果が働いている可能性に加え，西湖におけるクニマスの産卵環

境が小規模と推定されている 3)ことから,移殖後約80年にわたる再生産の過程で遺伝的多様度が低下している可能性が

ある． 

そこで2009年から2015年にかけて西湖で採集された成熟魚のDNA試料をもとに，西湖のクニマスの遺伝的多様

度および有効集団サイズについて検討した．なお，本研究は山梨県総合理工学研究機構委託研究として，2016年に水

産技術センターから受託して実施した． 

  

1 西湖のクニマスの遺伝的多様度 

11月から翌年3月までの産卵期に採集された成熟魚の筋肉または鰭試料を用い，5座位のマイクロサテライトDNA

（One102, One108, One110, One114, One1154)）を調べた．本研究で得た59個体のデータに加え，Muto et al.（2013）5)で

のデータも含めて，合計128個体での分析を行った．産卵年度での内訳は，2009-2010年産卵群（9尾），2010-2011

年産卵群（38尾），2011-2012年産卵群（53尾），2013-2014年産卵群（18尾），2014-2015年産卵群（10尾）であ

る．各年度群について遺伝的多様度の指標を調べたところ，アリルリッチネスは7.200-7.952，ヘテロ接合度の観察値

は0.822-0.880，ヘテロ接合度の期待値は0.850-0.880であった（表1）．2009-2010年産卵群から2014-2015年産卵群ま

での5年間で，西湖のクニマスの遺伝的多様度に大きな変化は認められなかった． 

西湖のヒメマスおよび阿寒湖のヒメマスのヘテロ接合度の期待値はそれぞれ0.670，0.641であり 5)，遺伝的多様度

はクニマスの方が高い傾向を示した．北米のヒメマス（コカニー）ではヘテロ接合度の期待値は0.63-0.87，降海型ベ

ニザケでは0.78-0.87と報告されており 6)，それらと比べてもクニマスはほぼ同等か，やや高い遺伝的多様度を示し

た．西湖のクニマスは比較的少数の移殖個体により創出され，その後長期間にわたり隔離的に継代してきた個体群で

あるが，現時点では遺伝的多様度については大きな問題は生じていないと考えられる． 

 

2 西湖のクニマスの有効集団サイズ 

個体数の多い2010-2011年産卵群（38尾）および2011-2012年産卵群（53尾）について，Linkage Disequilibrium

（LD）法と，Sibship Frequency（SF）法によって有効集団サイズNe（有効親魚数）を調べた．その結果，LD法では

2010-2011年産卵群で79.9（41.8-316.7），2011-2012年産卵群で40.7（29.0-61.4），SF法では2010-2011年産卵群で48

（31-80），2011-2012年産卵群で35（22-58）と推定された（括弧内は95%信頼区間）（表1）．クニマスの遺伝的多

様度を将来長期間にわたり減少させないためには，有効集団サイズは140-150程度以上が必要と考えられるため，親

魚や産卵環境の保全等により，産卵親魚数を増加させることが重要である．また，2012年の西湖のクニマス資源量は

7,280-10,929尾（1才以上，寿命7才－4才のとき）と推定されており 7)，有効集団サイズNeとセンサスサイズNと

の比Ne/Nは0.0032-0.0110となる．多くの動物の平均ではNe / Nは0.1程度とされており，クニマスではかなり低い

値となっているため，この点からも有効集団サイズの向上が必要と考えられる． 

Kouji Nakayama (Graduate School of Agriculture, Kyoto University) 
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表1 西湖のクニマスの遺伝的多様度および有効集団サイズ 
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2009-2010年産卵群 2010-2011年産卵群 2011-2012年産卵群 2013-2014年産卵群 2014-2015年産卵群

個体数 9 38 53 18 10

アリルリッチネス 7.200 7.952 7.846 7.552 7.767

ヘテロ接合度観察値 0.822 0.847 0.853 0.844 0.880

ヘテロ接合度期待値 0.850 0.880 0.875 0.867 0.879

LD法での有効集団サイズ - 79.9 40.7 - -

上記の95%信頼区間 - 41.8　-　316.7 29.0　-　61.4 - -

SF法での有効集団サイズ - 48 35 - -

上記の95%信頼区間 - 31　-　80 22　-　58 - -

−　 −101


